
 
 

（別紙１） 

 
京都府福知山市における災害支援の概要 

（ＩｍＰＡＣＴ原田博司プログラム） 

 

 
１ ＩｍＰＡＣＴプログラム派遣者 

  株式会社日立国際電気より３名 

  京都大学大学院より２名 

 
２ 長距離多段中継無線通信システムの概要 

（１） 開発機関 

■京都大学大学院情報学研究科通信情報システム専攻 

  教授 原田 博司 

■株式会社日立国際電気 
代表取締役 社長執行役員 佐久間 嘉一郎  

東京都港区西新橋 2-15-12（日立愛宕別館 6F） 

資本金 10 億円 

 

（２） 現地導入システム仕様 

  基地局無線機１台、端末局無線機（中継機能付）１台 （今後の状況を見つつ１台

追加予定）、 

その他（アンテナ、定点カメラ、ケーブル、固定冶具類） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 現地監視イメージ：次頁参照 

 

 

 

【基地局 無線機】  

【端末局 無線機 
(中継機能付)】 



 
  

  
 

 本システムは国立研究開発法人情報通信研究機構が開発・国際標準化を進めてきた広域系 Wi-RAN システムを

ベースとして、ImPACT 原田プログラム（京都大学等）において、開発・改良を行ったものです。 

 発信装置から受信アンテナが見通せないような場所（山間地等）で長距離の無線通信が可能であり、途中に

中継機（モバイル無線機）が存在すると自動的に多段階中継されるため、数十 km先までの広域無線通信システ

ムを任意に構築できます。 
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